
　

新
し
い
年
の
幕
開
け
で
す
。
旧
年
中
に
賜
り

ま
し
た
皆
様
か
ら
の
心
温
ま
る
御
支
援
に
心
か

ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、こ
こ
数
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、一
昨

年
は
熊
本
地
震
、
そ
し
て
昨
年
は
朝
地
町
の
地

滑
り
、
九
州
北
部
豪
雨
や
台
風
十
八
号
な
ど
多

く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
こ

そ
は
、
何
事
も
な
い
平
穏
な
一
年
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

道
路
・
河
川
や
Ｊ
Ｒ
線
も
復
旧
せ
ず
、
未
だ

に
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ

ま
す
。
何
と
言
っ
て
も
、
ま
ず
は
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
と
防
災
・
減
災
対
策
が
最
優
先
に

進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
は
、
日
本
最
大
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
「
第

33
回
国
民
文
化
祭
・
お
お
い
た
２
０
１
８
」
と

「
第
18
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お
い

た
大
会
」
が
「
お
お
い
た
大
茶
会
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
来
年
は
、
世
界
三
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
「
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
２
０
１
９
」
が

大
分
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

県
外
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
来
客
が
見
込
ま

れ
ま
す
し
、
県
民
一
体
と
な
っ
て
「
お
も
て
な

し
」
に
努
め
、
両
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
向
け
て

取
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
大
分
の
地
方
創
生
を
し
っ
か

り
と
前
に
進
め
る
こ
と
、
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
「
働
き
方
改
革
」
の
推
進
や
「
第

四
次
産
業
革
命
」
へ
の
対
応
な
ど
、
多
く
の
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
で
、
暮
ら
し
に
笑
顔
あ
る
豊
か

な
大
分
を
創
造
し
、次
代
へ
引
き
継
げ
る
よ
う
、

今
年
も
全
力
で
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
八
年　

元
旦

安
心
・
安
全

  
豊
か
な
大
分
づ
く
り

第33回国民文化祭・おおいた2018
第18回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会

県民総参加で
祭典を盛り上げよう

　本年 10 月６日（土）から 11 月 25 日
（日）にかけて大分県全域を舞台に「第
33 回国民文化祭・おおいた 2018」、「第
18 回全国障害者芸術・文化祭おおいた
大会」が「おおいた大茶会」をテーマと
して開催されます。
　今回の文化祭では、県内を５つのブ
ロックに分け、各地域の歴史・文化など
の特性を踏まえたテーマにより事業が展
開されます。
　子どもからお年寄りまで、障がいのあ
る方もない方も、誰もが参加し楽しむこ
とができる日本最大の文化の祭典です。
　県民総参加で「おおいた大茶会」を盛
り上げ、感動と喜びを皆で分かち合う素
晴らしい文化の祭典にしましょう。

※詳細はＨＰから

国文祭　おおいた

西洋音楽・演劇発祥地の県都大
分市、国内随一の温泉都市別府、
保養地として人気の湯布院を県
内各ゾーンに旅立つ玄関口とす
る。

神仏習合の発祥地として、生活
の中心に祈りがある。土地独自
の風土から生まれた文化や風習
を紹介し、ここで暮らし生きて
いく姿を表現。

リアス式海岸が続く「豊かな
海」。海とともに生き、文化を
築いてきた地域で、豊かな浦に
育まれた一粒の真珠のような取
組みを、「食」とともに紹介。

豊かな大地で育つ作物が実り熟
していくように、多くの芸術家
を育て輩出した地域。これから
成長する若者の表現活動を応援
し、この秋を収穫祭とする。

周囲を山に囲まれ、多くの河川
が流れ込む水郷日田。色とりど
りに紅葉する耶馬渓や各々様相
の異なる滝。たおやかに、たゆ
たう姿を表現。

振り返る2017年

１月
▶各地区新年互礼会、大分市消防出初式
▶お城サミット
▶建替に伴う知事公舎　

見学会
▶米軍基地整理縮小と日

米地位協定の抜本的見
直しを実現する日出生
台集会（玖珠町）

▶南太平寺町内会自主防
災訓練

▶ＮＰＯ法人大友氏顕彰会新年の集い

２月
▶おおいた花育　夢一輪運動
▶熊本地震復興調査・ＪＲ九州要望（熊本・福岡）
▶九州観光振興議員連盟

設立総会
▶大分県まち・ひと・　

しごと創生本部会議
▶地方創生「人づくり・人

つなぎ2.0」フォーラム
▶第１回定例県議会開会

３月
▶連合大分2017春闘勝利総決起集会
▶大分駅南土地区画整理事業竣功記念式典
▶2017春闘街頭宣伝行動
▶大分県子どもの貧困対策推進フォーラム
▶第６回ぶんごおおの巡蔵（豊後大野市）
▶第１回定例県議会閉会

４月
▶県立屋内スポーツ施設

起工式
▶県 立 埋 蔵 文 化 財 セ ン

ター開館記念式典
▶地方議員研究会（早稲

田大学）
▶第88回メーデー大分県

中央集会

５月
▶九州各県議員親善野球大会（佐賀県）
▶第72代大分県議会議長就任祝賀会（日田市）
▶国道210号改修促進協議会役員会
▶大分県都市政策研究会意見交換会
▶シンポジウム「未来を創造する豊予海峡ルート」
▶四極会大分支部総会

６月
▶市立南大分中学校開校

70周年記念式典
▶作家「安部龍太郎 」氏

と語る夕べ
▶第２回定例県議会開会
▶おんせん県議会若者Ｄ

ＡＹ
▶第２回定例県議会閉会

1月14日開通の「宗麟大橋」
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木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

“大分県議会議員
木田昇 ”で検索

「http://oita-kida.net/」
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７月
▶おおいた銘酒館「ゆたよい」オープン式典
▶県外調査（気象庁、総務省）
▶全国乾しいたけ振興大会（豊後大野市）
▶庄の原佐野線滝尾・明野地区促進期成会
▶四極会大分支部職域交流会
▶中九州・地域高規格道路促進期成会総会（竹田市）
▶第２回大分県議会災害対策連絡協議会
▶市民ふれあい学校給食試食会（鶴崎小学校）
▶大分外郭環状道路

建設促進協議会総会
▶2017連合平和行動

in 大分
▶県教育委員会への

竹田高校に関する
要望活動

８月
▶九州北部豪雨災害県議会現地調査（日田・中津）
▶会派県外調査（島根県海士町）
▶第３回県議会災害対策連絡協議会
▶竹田高等学校大分・別府同窓会評議員会
▶本場鶴崎踊大会
▶第48期労働学校専攻科第６回講座
▶2018年度当初予算編成に関わる県知事要請
▶部落解放共闘大分県民会議夏期学習会
▶大分大学イノベーティブ経済セミナー
▶差別をなくす運動

月間県民講座
▶県外調査（九州国

立博物館・光明禅
寺）

▶会派県外調査
　（茨城県）

９月
▶大分県戦没者追悼

式（別府市）
▶NPO大分県学生交

流等協力支援協会
意見交換

▶第３回定例県議会
開会

▶第70回大分県民体
育大会（別府市）

▶第４回県議会災害対策連絡協議会
▶大分県生協連合会懇談会
▶ラグビートップリーグ（大銀ドーム）
▶第３回定例県議会閉会

10月
▶ラグビーファンゾーン2017オープニングセレモニー
▶おおいたスポーツ

広場2017
▶県農林水産祭総合

開会式（別府市）
▶宗麟公がつなぐ「大

分ポルトガル友好
の夕べ」

▶出前県議会「議員
と語ろうイン西部
地域」（日田市）

▶大分市戦没者追悼式
▶議員出前講座（県立看護科学大学）
▶当初予算編成に関わる県部局長交渉
▶第39回県立竹田高等学校大分・別府同窓会

11月
▶第31回豊府まつり
▶大分大学ホームカミングデー 2017
▶ラグビーワールドカップ 2019日本大会日程発表会
▶議員出前講座（国東市立安岐中学校）
▶県立竹田高等学校創立120周年記念式典（竹田市）
▶大分港海岸直轄海岸保全施設整備事業着工式
▶土木建築委員会県外所管事務調査（東京・茨城）
▶出前県議会「議員と語ろうイン北部地域」（宇佐市）
▶広域観光周遊ルート　シンポジウム
▶大分県飲酒運転根絶県民大会
▶おおいた大茶会大分市

実行委員会プレイベント
▶大分南経済研究会
　研修会
▶南おおいた発見歩く
　ＤＡＹ・旭ふれあい祭

アーチ
▶第４回定例県議会開会

12月
▶大分トリニータを支援する議員連盟総会
▶作家・安部龍太郎 氏「宗麟の海」出版を祝う会
（大河ドラマ化へ大き
く前進）

▶会派地域課題研究会
（日出町）
▶第４回定例県議会閉会
▶「飲んだらのれん」
　飲酒運転根絶街頭啓発

活動

　2019年秋のラグビーワールドカップ日本
大会の開催を控え、県民の機運醸成や諸課題
解決に向けた調査・検討を行っています。

昨年９月の大銀
ドームでのラグ
ビートップリー
グ戦。18,279人
の観客動員が好
カード５試合誘
致の原動力に。

昨年11月の大会日程発表会。予選プール３試
合と準々決勝２試合が決定。ちなみに、決勝トー
ナメント戦が行われるのは、東京、横浜、大分会
場のみ。近々、チケット販売も始まります。

　昨年３月以降は、土木建築委員会の委員と
して、道路、河川、港湾や住宅等の所管事務に
ついて審査、調査を行ってきました。
　とりわけ昨年は災害の多い年でしたので、
災害の調査、復旧・復興、防災・減災に対す
る取組に集中しました。

昨年７月の記録的な
梅雨前線豪雨により
甚大な被害を受け
た、日田市・中津市
の被災箇所を調査。
（写真は日田市大鶴
地区）

大分県議会から「九州北部豪雨及び台風18号災
害の早期復旧・復興に関する要望書」を国土交
通省へ提出。

　昨年４月に広報委員会副委員長に選任さ
れました。「開かれた県議会」の推進に向け
て「議員出前講座」や「出前県議会」など、議
会広報活動に取組んでいます。
　県内あちらこちらへ出向き、県議会の仕組
みを講演するほか、地域の現状や課題等につ
いて県民と意見交換を行ってきました。

議員出前講座（国東市立安岐中学校）

出前県議会（日田市）

県議会ラグビー
 ワールドカップ
  大分開催協議会

土木建築委員会

県議会広報委員会

昨
年
九
月
に
、
五
十

歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ま
し
た
。「
半
世
紀
を

生
き
抜
い
て
き
た
の
か

〜
、色
々
あ
っ
た
な
〜
」

と
、
感
慨
深
い
気
持
ち
で
し

た
。
五
十
歳
に
な
っ
て
す
ぐ
の

頃
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で「
五

十
代
」
に
印
を
つ
け
る
の
に
少

し
抵
抗
を
感
じ
ま
し
た
が
、

最
近
は
す
っ
か
り
慣
れ
て
き

ま
し
た
▼
五
十
歳
に
な
っ
て
一

年
経
つ
の
が
、
よ
り
早
く
感
じ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
フ
ラ

ン
ス
の
哲
学
者「
ポ
ー
ル・ジ
ャ

ネ
」
が
発
案
し
た
「
ジ
ャ
ネ
ー

の
法
則
」
と
い
う
の
が
あ
る
そ

う
で
す
。「
生
涯
の
あ
る
時
期

に
お
け
る
時
間
の
心
理
的
長

さ
は
年
齢
の
逆
数
に
比
例
す

る
」
と
の
こ
と
▼
つ
ま
り
、
五

十
歳
の
私
が
感
じ
る
十
年
と
、

五
歳
の
子
ど
も
が
感
じ
る
一
年

が
同
じ
と
い
う
理
論
で
す
。
子

ど
も
の
頃
、
夏
休
み
が
終
わ

る
と
ク
リ
ス
マ
ス
と
正
月
が
待

ち
遠
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
は
お
盆
が
過
ぎ
る

と
、
す
ぐ
に
正
月
を
迎
え
る

気
が
し
ま
す
▼
同
じ
く
、
や
っ

ぱ
り
早
い
も
の
で
、
こ
の
春
に

は
県
議
会
議
員
と
し
て
の
任

期
も
最
後
の
一
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
変
化
の
多
い

毎
日
な
が
ら
も
、
あ
っ
と
い
う

間
の
三
年
で
し
た
。
色
々
と
経

験
や
勉
強
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
修
行

不
足
で
す
▼
人
間
、
生
涯
が

勉
強
で
す
し
、
論
語
に
は
「
五

十
に
し
て
天
命
を
知
る
」
と
あ

り
ま
す
。
自
己
研
鑽
に
励
み
、

自
分
の
「
天
命
」
を
し
っ
か
り

と
見
定
め
て
、
こ
の
一
年
間
と

に
か
く
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

竹の子記

教育長へ要望書を手交

茨城県三の丸庁舎

駐日ポルトガル特命全権大使
フランシスコ・シャヴィエル・

エステヴェス閣下

恒久平和を祈念

ノボリをもって誘導

直木賞作家：安部龍太郎氏


